
(57)【要約】

　

【課題】　作業性の向上を図ることができるうえ、見栄

えをよくすることが可能となるアンテナ取付け構造を提

供する。

【解決手段】　接着層６は、仮固定部１と本固定部２と

を含み、仮固定部２は、フィルムアンテナ３の矩形枠形

状の一辺付近に沿う一部分に設けられる。仮固定部１は

水分１２により接着性の弱まらない耐水性の接着剤たと

えばエポキシ樹脂系の接着剤から成り、仮固定部１は、

ガラス面Ｇに対する本固定部２の相対移動に伴う、ガラ

ス面Ｇからの移動を禁止するように本固定部２の固定に

先立って位置決めされて仮固定される。

【選択図】　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 フ ィ ル ム ア ン テ ナ に 設 け ら れ 、 フ ィ ル ム ア ン テ ナ を 貼 付 対 象 に 位 置 決 め し て 仮 固 定 す る
仮 固 定 部 と 、
　 前 記 仮 固 定 部 を 除 く フ ィ ル ム ア ン テ ナ の 他 の 部 分 に 設 け ら れ 、 フ ィ ル ム ア ン テ ナ を 貼 付
対 象 に 本 固 定 す る 本 固 定 部 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る ア ン テ ナ 取 付 け 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 フ ィ ル ム ア ン テ ナ に 設 け ら れ 、 か つ 貼 付 対 象 に 対 す る 位 置 決 め 用 の 仮 固 定 部 と 、 前 記 仮
固 定 部 を 除 く フ ィ ル ム ア ン テ ナ の 他 の 部 分 に 設 け ら れ 、 貼 付 対 象 に 相 対 移 動 可 能 に 固 着 さ
れ る 本 固 定 部 と を 備 え 、
　 前 記 仮 固 定 部 は 、 貼 付 対 象 に 対 す る 本 固 定 部 の 相 対 移 動 に 伴 う 貼 付 対 象 か ら の 移 動 を 禁
止 す る よ う に 本 固 定 部 の 固 定 に 先 立 っ て 仮 固 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る ア ン テ ナ 取 付 け 構
造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 仮 固 定 部 は 、 非 水 溶 性 接 着 剤 か ら 成 り 、
　 前 記 本 固 定 部 は 、 水 溶 性 接 着 剤 か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の ア
ン テ ナ 取 付 け 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 本 固 定 部 に は 、 加 熱 に よ り 接 着 す る 熱 硬 化 性 接 着 剤 が 塗 布 さ れ て 成 る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ア ン テ ナ 取 付 け 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 本 固 定 部 に は 、 光 照 射 に よ り 接 着 す る 光 硬 化 性 接 着 剤 が 塗 布 さ れ て 成 る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ア ン テ ナ 取 付 け 構 造 。
【 請 求 項 ６ 】
　 仮 固 定 部 お よ び 本 固 定 部 を 含 む 接 着 層 と 、 フ ィ ル ム と が 多 層 化 さ れ て 成 る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の ア ン テ ナ 取 付 け 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ア ン テ ナ 取 付 け 構 造 に 関 し 、 た と え ば フ ィ ル ム ア ン テ ナ を 車 両 な ど の ガ ラ ス
面 に 貼 付 す る 技 術 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 発 明 に お い て 、 「 非 水 溶 性 接 着 剤 」 と は 、 水 分 に よ り 接 着 性 の 弱 ま ら な い 接 着 剤 と 同
義 で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 フ ィ ル ム ア ン テ ナ を 車 両 の ガ ラ ス 面 に 貼 付 す る 技 術 が 種 々 実 用 に 供 さ れ て い る （ た と え
ば 特 許 文 献 １ ～ ３ 参 照 ） 。 従 来 技 術 （ １ ） フ ィ ル ム ア ン テ ナ の 粘 着 剤 塗 布 面 に 水 ま た は 中
性 洗 剤 水 を 散 布 す る こ と に よ っ て 、 接 着 作 業 時 初 期 に は 水 膜 な ど に よ っ て フ ィ ル ム ア ン テ
ナ の 滑 り を 良 く し た う え で 該 フ ィ ル ム ア ン テ ナ を 仮 貼 付 し て お く 。 次 い で フ ィ ル ム の 位 置
を 調 整 後 、 へ ら な ど を 用 い て 水 お よ び 気 泡 を フ ィ ル ム の 外 側 に 除 去 し 、 粘 着 剤 に よ っ て 該
フ ィ ル ム ア ン テ ナ を ガ ラ ス 面 に 固 定 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 来 技 術 （ ２ ） 粘 着 剤 を 自 己 吸 着 性 糊 な ど を 用 い て 繰 り 返 し の 貼 付 使 用 を 可 能 と し て い
る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － ５ ８ ２ ６ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ １ － ２ ７ ８ ０ ５ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ４ ３ ２ ０ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】

10

20

30

40

50

(2) JP 2006-339977 A 2006.12.14



【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 従 来 技 術 （ １ ） で は 、 水 膜 を 介 在 さ せ る こ と で フ ィ ル ム の 位 置 調 整 が 可 能 に な る も の の
、 水 お よ び 気 泡 を 除 去 す る 際 、 一 旦 調 整 し た フ ィ ル ム の 位 置 が 簡 単 に ず れ て し ま い 、 フ ィ
ル ム を 所 定 位 置 に 貼 付 し 難 い 。 ま た 水 お よ び 気 泡 を 慎 重 に か つ こ ま め に 除 去 す る 必 要 が あ
り 、 作 業 性 が 悪 い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 従 来 技 術 （ ２ ） で は 、 フ ィ ル ム の 貼 付 時 に 空 気 を 取 り 込 ん で し ま う こ と に よ っ て 、 見 栄
え が 悪 く な る 。 空 気 を 取 り 込 ん で し ま っ た 場 合 に は 、 そ の 空 気 を 抜 き 難 い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 作 業 性 の 向 上 を 図 る こ と が で き る う え 、 見 栄 え を よ く す る こ と が 可 能
と な る ア ン テ ナ 取 付 け 構 造 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 フ ィ ル ム ア ン テ ナ に 設 け ら れ 、 フ ィ ル ム ア ン テ ナ を 貼 付 対 象 に 位 置 決 め し て
仮 固 定 す る 仮 固 定 部 と 、
　 前 記 仮 固 定 部 を 除 く フ ィ ル ム ア ン テ ナ の 他 の 部 分 に 設 け ら れ 、 フ ィ ル ム ア ン テ ナ を 貼 付
対 象 に 本 固 定 す る 本 固 定 部 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る ア ン テ ナ 取 付 け 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 本 発 明 は 、 フ ィ ル ム ア ン テ ナ に 設 け ら れ 、 か つ 貼 付 対 象 に 対 す る 位 置 決 め 用 の 仮 固
定 部 と 、 前 記 仮 固 定 部 を 除 く フ ィ ル ム ア ン テ ナ の 他 の 部 分 に 設 け ら れ 、 貼 付 対 象 に 相 対 移
動 可 能 に 固 着 さ れ る 本 固 定 部 と を 備 え 、
　 前 記 仮 固 定 部 は 、 貼 付 対 象 に 対 す る 本 固 定 部 の 相 対 移 動 に 伴 う 貼 付 対 象 か ら の 移 動 を 禁
止 す る よ う に 本 固 定 部 の 固 定 に 先 立 っ て 仮 固 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る ア ン テ ナ 取 付 け 構
造 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 本 発 明 は 、 前 記 仮 固 定 部 は 、 非 水 溶 性 接 着 剤 か ら 成 り 、
　 前 記 本 固 定 部 は 、 水 溶 性 接 着 剤 か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 本 発 明 は 、 前 記 本 固 定 部 に は 、 加 熱 に よ り 接 着 す る 熱 硬 化 性 接 着 剤 が 塗 布 さ れ て 成
る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 本 発 明 は 、 前 記 本 固 定 部 に は 、 光 照 射 に よ り 接 着 す る 光 硬 化 性 接 着 剤 が 塗 布 さ れ て
成 る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 本 発 明 は 、 仮 固 定 部 お よ び 本 固 定 部 を 含 む 接 着 層 と 、 フ ィ ル ム と が 多 層 化 さ れ て 成
る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 仮 固 定 部 を 貼 付 対 象 に 位 置 決 め し て 仮 固 定 し た 後 、 前 記 仮 固 定 部 を 除
く 本 固 定 部 を 前 記 貼 付 対 象 に 固 着 す る 。 本 固 定 部 の 水 分 お よ び 気 泡 （ 気 泡 な ど と 称 す ） の
除 去 時 の 軽 荷 重 に よ っ て 、 フ ィ ル ム ア ン テ ナ 全 体 つ ま り 少 な く と も 仮 固 定 部 が 所 定 位 置 か
ら 移 動 す る こ と が な く な る 。 こ の 状 態 で フ ィ ル ム ア ン テ ナ と 貼 付 対 象 と の 間 に 介 在 す る 気
泡 な ど を 容 易 に 除 去 す る こ と が で き る 。 仮 に 、 気 泡 な ど の 除 去 時 に 本 固 定 部 が 移 動 し た と
し て も 、 所 定 位 置 に あ る 仮 固 定 部 を 基 準 と し て 、 本 固 定 部 を 所 望 位 置 に 容 易 に 復 帰 さ せ る
こ と が で き る 。 し た が っ て 作 業 性 の 向 上 を 図 る こ と が で き る う え 、 見 栄 え を よ く す る こ と
が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 本 発 明 に よ れ ば 、 仮 固 定 部 を 貼 付 対 象 に 仮 固 定 し た 後 、 本 固 定 部 を 前 記 貼 付 対 象 に
相 対 移 動 可 能 に 固 着 す る 。 こ の 本 固 定 部 の 相 対 移 動 に 伴 っ て 、 仮 固 定 部 は 貼 付 対 象 か ら の
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移 動 を 禁 止 す る 。 仮 に 本 固 定 部 が 不 所 望 に 移 動 し た と し て も 、 所 定 位 置 に あ る 仮 固 定 部 を
基 準 と し て 、 本 固 定 部 を 所 望 位 置 に 容 易 に 復 帰 さ せ る こ と が で き る 。 し た が っ て 作 業 性 の
向 上 を 図 る こ と が で き る う え 、 見 栄 え を よ く す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 本 発 明 に よ れ ば 、 非 水 溶 性 接 着 剤 か ら 成 る 仮 固 定 部 を ガ ラ ス 面 な ど の 貼 付 対 象 に 仮
固 定 し た 後 、 水 溶 性 接 着 剤 か ら 成 る 本 固 定 部 を 前 記 貼 付 対 象 に 固 着 す る 。 し た が っ て 本 固
定 部 の 気 泡 な ど の 除 去 時 の 軽 荷 重 に よ っ て 、 該 本 固 定 部 よ り も 強 固 に 固 着 し て い る 仮 固 定
部 が 所 定 位 置 か ら 不 所 望 に 移 動 す る こ と が な く な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 本 発 明 に よ れ ば 、 熱 硬 化 性 接 着 剤 に よ っ て 、 仮 固 定 部 お よ び 本 固 定 部 を 水 分 を 用 い
る こ と な く 添 付 対 象 に 貼 付 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 作 業 性 の 向 上 を さ ら に 図 る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 本 発 明 に よ れ ば 、 光 硬 化 性 接 着 剤 に よ っ て 、 仮 固 定 部 お よ び 本 固 定 部 を 水 分 を 用 い
る こ と な く 添 付 対 象 に 貼 付 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 作 業 性 の 向 上 を さ ら に 図 る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 本 発 明 に よ れ ば 、 貼 付 対 象 へ の 貼 付 に 失 敗 し た 場 合 で あ っ て も 、 そ の 失 敗 し た 接 着
層 お よ び フ ィ ル ム を 一 層 分 、 離 脱 さ せ る こ と で 、 再 利 用 す る こ と が 可 能 と な る 。 初 期 の 接
着 強 度 を 保 持 す る こ と が で き る と と も に 、 ユ ー ザ 負 担 を 軽 減 で き る 点 で 有 利 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し な が ら 本 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 を 、 複 数 の 形 態 に つ い て 説 明 す
る 。 各 形 態 で 先 行 す る 形 態 で 説 明 し て い る 事 項 に 対 応 し て い る 部 分 に は 同 一 の 参 照 符 を 付
し 、 重 複 す る 説 明 を 略 す る 場 合 が あ る 。 構 成 の 一 部 の み を 説 明 し て い る 場 合 、 構 成 の 他 の
部 分 は 、 先 行 し て 説 明 し て い る 形 態 と 同 様 と す る 。 実 施 の 各 形 態 で 具 体 的 に 説 明 し て い る
部 分 の 組 合 せ ば か り で は な く 、 特 に 組 合 せ に 支 障 が 生 じ な け れ ば 、 実 施 の 形 態 同 士 を 部 分
的 に 組 合 せ る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る ア ン テ ナ 取 付 け 構 造 を 概 略 示 す 図 で あ る 。 図 ２ は
、 仮 固 定 部 １ お よ び 本 固 定 部 ２ の 領 域 を 示 す フ ィ ル ム ア ン テ ナ の 正 面 図 で あ る 。 本 第 １ 実
施 形 態 に 係 る ア ン テ ナ 取 付 け 構 造 は 、 フ ィ ル ム ア ン テ ナ を た と え ば 車 両 の ガ ラ ス 面 に 貼 付
す る 技 術 に 適 用 さ れ る 。 た だ し 前 記 ア ン テ ナ 取 付 け 構 造 は 、 車 両 以 外 の ガ ラ ス 面 に 貼 付 さ
れ る 場 合 も あ り 得 る 。 以 下 の 説 明 は 、 ア ン テ ナ 取 付 け 方 法 の 説 明 を も 含 む 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 第 １ 実 施 形 態 に 係 る フ ィ ル ム ア ン テ ナ ３ は 、 図 ２ お よ び 図 ３ に 示 す よ う に 、 フ ィ ル ム 体
４ （ フ ィ ル ム ４ と 称 す ） と 、 ア ン テ ナ パ タ ー ン ５ と 、 接 着 層 ６ と 、 セ パ レ ー タ ７ と 、 コ ネ
ク タ ８ と を 有 す る 。 フ ィ ル ム ４ は 、 た と え ば ポ リ エ ス テ ル な ど の 合 成 樹 脂 材 か ら 薄 膜 状 の
矩 形 枠 形 状 に 形 成 さ れ る う え 、 運 転 者 な ど の 視 界 を 遮 ら な い よ う に 透 明 に 形 成 さ れ る 。 た
だ し 矩 形 枠 形 状 以 外 の フ ィ ル ム を 適 用 す る 場 合 も あ り 得 る 。 貼 付 対 象 で あ る ガ ラ ス 面 Ｇ に
臨 む フ ィ ル ム ４ の 一 表 面 部 に は 、 導 電 性 の 図 形 で あ る 前 記 ア ン テ ナ パ タ ー ン ５ が 付 設 さ れ
て い る 。 ア ン テ ナ パ タ ー ン ５ の 経 路 途 中 に は 後 述 す る コ ネ ク タ ８ が 設 け ら れ 、 該 コ ネ ク タ
は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 当 該 車 両 に 配 設 さ れ る 図 示 外 の ア ン テ ナ ア ン プ セ レ ク タ ー に 、 コ
ー ド 類 ９ を 介 し て 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 フ ィ ル ム ４ の 他 表 面 部 に は 、 当 該 フ ィ ル ム ア ン テ ナ ３ を ガ ラ ス 面 Ｇ に 貼 付 す る た め の 接
着 層 ６ が 固 着 さ れ て い る 。 フ ィ ル ム ４ に 接 着 層 ６ を 介 し て セ パ レ ー タ ７ が 設 け ら れ て い る
。 こ の セ パ レ ー タ ７ は 、 接 着 層 ６ に 対 し 剥 離 可 能 な シ ー ト 体 で あ り 、 フ ィ ル ム ア ン テ ナ ３
を 貼 付 す る と き 剥 離 さ れ て 接 着 層 ６ を 露 出 さ せ て 使 用 に 供 さ れ る 。 フ ィ ル ム ア ン テ ナ ３ を
貼 付 す る 前 の 通 常 取 り 扱 い 時 に お い て は 、 接 着 層 ６ は セ パ レ ー タ ７ に 覆 わ れ て 保 護 さ れ て
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い る 。 前 記 接 着 層 ６ は 、 仮 固 定 部 １ と 本 固 定 部 ２ と を 含 む 。 こ れ ら の う ち 仮 固 定 部 １ は 、
フ ィ ル ム ア ン テ ナ ３ の 一 部 分 つ ま り 前 記 矩 形 枠 形 状 の 一 辺 付 近 に 沿 う 一 部 分 に 設 け ら れ る
。 仮 固 定 部 １ は 、 水 分 に よ り 接 着 性 の 弱 ま ら な い 耐 水 性 の 接 着 剤 、 た と え ば エ ポ キ シ 樹 脂
系 の 接 着 剤 か ら 成 る 。 た だ し エ ポ キ シ 樹 脂 系 の 接 着 剤 だ け に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 仮
固 定 部 １ は 、 後 述 す る ガ ラ ス 面 Ｇ に 対 す る 本 固 定 部 ２ の 相 対 移 動 に 伴 う ガ ラ ス 面 Ｇ か ら の
移 動 を 禁 止 す る よ う に 本 固 定 部 ２ の 固 定 に 先 立 っ て 位 置 決 め さ れ て 仮 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 前 記 接 着 層 ６ に お け る 本 固 定 部 ２ は 、 フ ィ ル ム ア ン テ ナ ３ の 大 部 分 つ ま り 仮 固 定 部 １ を
除 く フ ィ ル ム ア ン テ ナ ３ の 他 の 部 分 に 設 け ら れ る 。 本 固 定 部 ２ は 水 溶 性 接 着 剤 か ら 成 り 、
ガ ラ ス 面 Ｇ に 相 対 移 動 可 能 に 固 着 さ れ る 。 具 体 的 に は 、 本 固 定 部 ２ は 、 ガ ラ ス 面 Ｇ と の 間
に 介 在 す る 水 分 １ ２ に よ っ て ガ ラ ス 上 で 微 妙 に ず ら し な が ら 位 置 調 整 可 能 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ３ は 、 ア ン テ ナ 取 付 け 方 法 を 段 階 的 に 示 し 、 図 ３ （ ａ ） は セ パ レ ー タ ７ を 剥 離 す る 段
階 の 断 面 図 、 図 ３ （ ｂ ） は 貼 付 け 面 に 水 分 １ ２ を 散 布 す る 段 階 の 断 面 図 、 図 ３ （ ｃ ） は フ
ィ ル ム ４ の 一 部 を 位 置 決 め す る 段 階 の 断 面 図 で あ る 。 車 両 の ガ ラ ス 面 Ｇ に フ ィ ル ム ア ン テ
ナ ３ を 取 付 け る 際 に は 、 次 の よ う に 実 施 す る 。 車 両 に 応 じ た フ ィ ル ム ア ン テ ナ ３ の 取 付 け
位 置 を 定 め て お き 、 該 フ ィ ル ム ア ン テ ナ ３ を 取 付 け る べ き ガ ラ ス 面 Ｇ の ほ こ り お よ び 汚 れ
な ど を 拭 き 取 る 。 次 に 、 た と え ば 小 量 の 中 性 洗 剤 を 入 れ た 水 で 、 前 記 ガ ラ ス 面 Ｇ を 均 一 に
濡 ら す 。 そ の 後 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に フ ィ ル ム ア ン テ ナ ３ か ら セ パ レ ー タ ７ を 剥 が し 、
図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 た と え ば 小 量 の 中 性 洗 剤 を 入 れ た 水 で 、 フ ィ ル ム ア ン テ ナ ３ の
貼 り 付 け 面 で あ る 本 固 定 部 ２ お よ び 仮 固 定 部 １ を 均 一 に 濡 ら す 。 次 に 図 ３ （ ｃ ） に 示 す よ
う に 、 仮 固 定 部 １ を 本 固 定 部 ２ に 先 立 っ て ガ ラ ス 面 Ｇ に 位 置 決 め し て 仮 固 定 し た 後 （ 丸 印
１ に て 表 記 す る ） 、 本 固 定 部 ２ を ガ ラ ス 面 Ｇ に 固 着 す る （ 丸 印 ２ に て 表 記 す る ） 。 そ の 後
、 フ ィ ル ム ア ン テ ナ ３ に し わ お よ び 傷 が つ か な い よ う に 、 フ ィ ル ム ア ン テ ナ ３ と ガ ラ ス 面
Ｇ と の 間 に 入 っ た 水 、 気 泡 を へ ら な ど で 取 り 除 く 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ４ は 、 コ ネ ク タ ８ を 切 断 し て 示 す 要 部 の 断 面 図 で あ る 。 つ ま り 図 ４ は 、 図 ２ の Ａ － Ａ
線 断 面 図 で あ る 。 コ ネ ク タ ８ は 、 ケ ー ス １ ３ 、 銅 箔 部 １ ４ お よ び 両 面 テ ー プ １ ５ を 含 む 。
ケ ー ス １ ３ は 、 た と え ば 合 成 樹 脂 な ど か ら 形 成 さ れ 、 コ ー ド 類 ９ の 先 端 部 分 の 芯 線 と 銅 箔
部 １ ４ と の 接 続 部 分 を 覆 う よ う に 設 け ら れ る 。 ケ ー ス １ ３ の 底 部 に 形 成 さ れ た 孔 部 １ ３ ａ
か ら 銅 箔 部 １ ４ の 一 部 分 １ ４ ａ が 引 き 出 さ れ 、 ケ ー ス １ ３ の 裏 面 部 に 固 着 さ れ た 両 面 テ ー
プ １ ５ と ア ン テ ナ パ タ ー ン ５ と の 間 に 、 前 記 銅 箔 部 １ ４ の 一 部 分 １ ４ ａ が 介 在 さ れ て 固 着
さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 以 上 説 明 し た 第 １ 実 施 形 態 に 係 る フ ィ ル ム ア ン テ ナ ３ に よ れ ば 、 仮 固 定 部 １ を ガ ラ ス 面
Ｇ に 仮 固 定 し た 後 、 水 溶 性 接 着 剤 を 含 む 本 固 定 部 ２ を 前 記 ガ ラ ス 面 Ｇ に 固 着 す る 。 本 固 定
部 ２ の 気 泡 な ど の 除 去 時 の 軽 荷 重 に よ っ て 、 フ ィ ル ム ア ン テ ナ 全 体 つ ま り 少 な く と も 仮 固
定 部 １ が 所 定 位 置 か ら 移 動 す る こ と が な く な る 。 こ の 状 態 で フ ィ ル ム ア ン テ ナ ３ と ガ ラ ス
面 Ｇ と の 間 に 介 在 す る 気 泡 な ど を 容 易 に 除 去 す る こ と が で き る 。 仮 に 、 気 泡 な ど の 除 去 時
に 本 固 定 部 ２ が 移 動 し た と し て も 、 所 定 位 置 に あ る 仮 固 定 部 １ を 基 準 と し て 、 本 固 定 部 ２
を 所 望 位 置 に 容 易 に 復 帰 さ せ る こ と が で き る 。 し た が っ て 作 業 性 の 向 上 を 図 る こ と が で き
る う え 、 見 栄 え を よ く す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ケ ー ス １ ３ の 裏 面 部 に 固 着 さ れ た 両 面 テ ー プ １ ５ と ア ン テ ナ パ タ ー ン ５ と の 間 に 、 銅 箔
部 １ ４ の 一 部 分 ４ ａ が 介 在 さ れ て 接 続 さ れ る が 、 そ の 接 続 作 業 時 な ど に お い て 次 の よ う な
作 用 お よ び 効 果 を 奏 す る 。 フ ィ ル ム ア ン テ ナ ３ の 本 固 定 部 ２ が ガ ラ ス 面 Ｇ に 完 全 に 定 着 し
て い な い 状 態 で あ っ て も 、 仮 固 定 部 １ ０ が 位 置 決 め さ れ て 固 着 さ れ て い る の で 、 前 記 接 続
作 業 を ス ム ー ス に 行 う こ と が で き る 。 具 体 的 に は 、 接 続 作 業 時 に 、 本 固 定 部 ２ が 不 所 望 に
移 動 し た と し て も 、 所 定 位 置 に あ る 仮 固 定 部 １ を 基 準 と し て 、 本 固 定 部 ２ を 所 望 位 置 に 容
易 に 復 帰 さ せ る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ５ は 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る ア ン テ ナ 取 付 け 構 造 の 要 部 の 断 面 図 で あ る 。 図 ２
も 参 照 し つ つ 説 明 す る 。 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る ア ン テ ナ 取 付 け 構 造 は 、 第 １ お よ び 第 ２ の フ
ィ ル ム 体 ４ Ａ ， ４ Ｂ と 、 ア ン テ ナ パ タ ー ン ５ と 、 第 １ お よ び 第 ２ の 接 着 層 ６ Ａ ， ６ Ｂ と 、
セ パ レ ー タ ７ と 、 図 示 外 の コ ネ ク タ と を 有 す る 。 貼 付 対 象 で あ る ガ ラ ス 面 Ｇ に 臨 む 第 １ フ
ィ ル ム 体 ４ Ａ の 一 表 面 部 に は 、 導 電 性 の 図 形 で あ る 前 記 ア ン テ ナ パ タ ー ン ５ が 付 設 さ れ て
い る 。 ア ン テ ナ パ タ ー ン ５ の 経 路 途 中 に は コ ネ ク タ ８ が 設 け ら れ 、 該 コ ネ ク タ ８ は 、 当 該
車 両 に 配 設 さ れ る 図 示 外 の ア ン テ ナ ア ン プ セ レ ク タ ー に 、 コ ー ド 類 ９ を 介 し て 接 続 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 第 １ フ ィ ル ム 体 ４ Ａ の 他 表 面 部 に 、 順 次 、 第 １ の 接 着 層 ６ Ａ 、 第 ２ の フ ィ ル ム 体 ４ Ｂ 、
第 ２ の 接 着 層 ６ Ｂ を 介 し て セ パ レ ー タ ７ が 設 け ら れ て い る 。 こ れ ら の う ち 第 １ お よ び 第 ２
の 接 着 層 ６ Ａ ， ６ Ｂ は 同 一 構 造 で あ る の で 、 第 ２ の 接 着 層 ６ Ｂ に つ い て の み 説 明 し 、 第 １
の 接 着 層 ６ Ａ に つ い て は 第 ２ の 接 着 層 ６ Ｂ と 同 一 の 符 号 を 付 し て そ の 説 明 を 省 略 す る 。 た
だ し 第 １ の 接 着 層 ６ Ａ と 第 ２ の 接 着 層 ６ Ｂ と は 、 接 着 強 度 が 段 階 的 に 異 な る よ う に 設 定 さ
れ て い る 。 具 体 的 に は 、 貼 付 に 一 度 失 敗 し た 場 合 で あ っ て も 、 フ ィ ル ム ア ン テ ナ を 再 利 用
可 能 な よ う に 第 １ お よ び 第 ２ の 接 着 層 ６ Ａ ， ６ Ｂ の 接 着 強 度 が 異 な る よ う に 設 定 さ れ て い
る 。 第 ２ の 接 着 層 ６ Ｂ は 、 仮 固 定 部 １ と 本 固 定 部 ２ と を 含 む 。 前 記 仮 固 定 部 １ は 、 フ ィ ル
ム ア ン テ ナ の 一 部 分 つ ま り 矩 形 枠 形 状 の 一 辺 付 近 に 沿 う 一 部 分 に 設 け ら れ る 。 仮 固 定 部 ２
は 、 水 分 に よ り 接 着 性 の 弱 ま ら な い 耐 水 性 の 接 着 剤 、 た と え ば エ ポ キ シ 樹 脂 系 の 接 着 剤 か
ら 成 る 。 仮 固 定 部 １ は 、 ガ ラ ス 面 Ｇ に 対 す る 前 記 本 固 定 部 ２ の 相 対 移 動 に 伴 い 、 ガ ラ ス 面
Ｇ か ら 移 動 す る こ と を 禁 止 す る よ う に 本 固 定 部 ２ に 先 立 っ て 位 置 決 め さ れ て 仮 固 定 さ れ る
。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る フ ィ ル ム ア ン テ ナ を 車 両 の ガ ラ ス 面 Ｇ に 取 付 け る 際 に は 、 車 両
に 応 じ た フ ィ ル ム ア ン テ ナ の 取 付 け 位 置 を 定 め 、 ガ ラ ス 面 Ｇ の 前 記 取 付 け 位 置 付 近 を 均 一
に 濡 ら す 。 次 に 第 ２ 接 着 層 ６ Ｂ の う ち の 仮 固 定 部 １ を 本 固 定 部 ２ に 先 立 っ て ガ ラ ス 面 Ｇ に
位 置 決 め し て 仮 固 定 し た 後 、 こ の 第 ２ 接 着 層 ６ Ｂ の 本 固 定 部 ２ を ガ ラ ス 面 Ｇ に 固 着 す る 。
そ の 後 、 フ ィ ル ム ア ン テ ナ と ガ ラ ス 面 Ｇ と の 間 に 入 っ た 水 、 気 泡 を へ ら な ど で 取 り 除 く 。
第 ２ の 接 着 層 ６ Ｂ を 固 着 す る 際 ま た は 気 泡 な ど を 取 り 除 く 際 、 第 ２ の 接 着 層 ６ Ｂ お よ び 第
２ の フ ィ ル ム 体 ４ Ｂ の 少 な く と も い ず れ か 一 方 に 、 破 れ 、 復 元 不 可 能 な し わ な ど が 生 じ た
場 合 （ い わ ゆ る 貼 付 に 失 敗 し た 場 合 ） で あ っ て も 、 第 ２ の 接 着 層 ６ Ｂ お よ び 第 ２ の フ ィ ル
ム 体 ４ Ｂ を 離 脱 さ せ る こ と で 、 当 該 フ ィ ル ム ア ン テ ナ を 再 利 用 す る こ と が 可 能 と な る 。 よ
っ て 、 初 期 の 接 着 強 度 を 保 持 す る こ と が で き る と と も に 、 ユ ー ザ 負 担 を 軽 減 で き る 点 で 有
利 と な る 。 そ の 他 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る フ ィ ル ム ア ン テ ナ と 同 様 の 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 発 明 の 実 施 の 他 の 形 態 と し て 、 三 層 以 上 の 接 着 層 と 、 三 層 以 上 の フ ィ ル ム 体 と を 一 体
に 備 え る 多 層 構 造 に す る こ と も 可 能 で あ る 。 こ の 場 合 に は 、 フ ィ ル ム ア ン テ ナ を 再 利 用 で
き る 確 立 が 高 ま り 、 ユ ー ザ 負 担 を 軽 減 で き る 点 で 有 利 と な る う え 、 高 強 度 の フ ィ ル ム ア ン
テ ナ を 実 現 す る こ と が で き る 。 本 実 施 形 態 で は 、 フ ィ ル ム ア ン テ ナ の 幅 方 向 の 一 辺 付 近 に
沿 う 一 部 分 に 仮 固 定 部 が 設 け ら れ て い る が 、 必 ず し も こ の 一 部 分 だ け に 限 定 さ れ る も の で
は な い 。 フ ィ ル ム ア ン テ ナ の 長 手 方 向 の 一 辺 付 近 に 沿 う 一 部 分 に 仮 固 定 部 が 設 け ら れ る 場
合 も あ り 得 る 。 こ の 場 合 に は 、 大 略 的 に 仮 固 定 部 の 接 着 面 積 が 大 き く な り 、 安 定 し て フ ィ
ル ム ア ン テ ナ を 保 持 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 固 定 部 に は 、 加 熱 に よ り 接 着 す る 熱 硬 化 性 接 着 剤 が 塗 布 さ れ て 成 る 構 成 で あ っ て も よ
い し 、 光 照 射 に よ り 接 着 す る 光 硬 化 性 接 着 剤 が 塗 布 さ れ て 成 る 構 成 で あ っ て も よ い 。 こ れ
ら 熱 硬 化 性 接 着 剤 ま た は 光 硬 化 性 接 着 剤 に よ っ て 、 仮 固 定 部 お よ び 本 固 定 部 を 水 分 を 用 い
る こ と な く 添 付 対 象 に 貼 付 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 作 業 性 の 向 上 を さ ら に 図 る こ と
が で き る 。 そ の 他 、 本 発 明 の 趣 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 に お い て 種 々 の 変 更 を 付 加 し た 形 態 で
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実 施 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る ア ン テ ナ 取 付 け 構 造 を 概 略 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 仮 固 定 部 １ お よ び 本 固 定 部 ２ の 領 域 を 示 す フ ィ ル ム ア ン テ ナ の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ア ン テ ナ 取 付 け 方 法 を 段 階 的 に 示 し 、 図 ３ （ ａ ） は セ パ レ ー タ を 剥 離 す る 段 階 の
断 面 図 、 図 ３ （ ｂ ） は 貼 付 け 面 に 水 分 を 散 布 す る 段 階 の 断 面 図 、 図 ３ （ ｃ ） は フ ィ ル ム の
一 部 を 位 置 決 め す る 段 階 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 コ ネ ク タ を 切 断 し て 示 す 要 部 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る ア ン テ ナ 取 付 け 構 造 の 要 部 の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 １ 　 仮 固 定 部
　 ２ 　 本 固 定 部
　 ３ 　 フ ィ ル ム ア ン テ ナ
　 ４ 　 フ ィ ル ム
　 ５ 　 ア ン テ ナ パ タ ー ン
　 ６ 　 接 着 層

【 図 １ 】

10

(7) JP 2006-339977 A 2006.12.14



【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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